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液研究－新しい発見と今後の展望－．第 12 回 日本
HIV歯科医療研究会，東京，2011 年１月８日．

【その他の発表】
１）�高木律男：第 36 回　母親教室“唇顎口蓋裂”って

どんな病気 －赤ちゃんから大人まで－ . 新潟大学
医歯学総合病院歯科口蓋裂診療班主催、新潟市、
2010 年５月 18 日 .

２）�飯田明彦：母親教室 顎裂部腸骨移植術について . 
新潟大学医歯学総合病院歯科口蓋裂診療班主催，新
潟市，2010 年８月３日 .　

３）�寺尾恵美子：母親教室 口蓋裂児のことばについて . 
新潟大学医歯学総合病院歯科口蓋裂診療班主催 , 新
潟市 , 2010 年８月 24 日 .　

４）�高木律男：歯科における院内感染対策ガイドライン . 
長岡歯科医師会　医療安全・感染対策講習会 . 長岡
市、2010 年９月２日 .

５）�高木律男：HIV感染症と歯科医療 . 新潟県均てん化
会議　講演会 . 新潟市、2010 年 10 月 30 日 .

６）�高木律男：感染症の管理と病院歯科 . 中越病院歯科
協議会 . 長岡市、2010 年 11 月 10 日 .

７）�高木律男：院内感染対策マニュアルは実践されてい
ますか？　飯田市歯科医師会学術講演会 . 飯田市、
2010 年 11 月 20 日 .

【受賞】
１）�Sara S., Kodama Y., Kurokawa A., Iida A., Ohnuki H., 

Takagi R.: A case report of SAPHO syndrome 
affecting TMJ with absorptive change of condylar 
head. 第 23 回日本学関節学会総会，東京，2010 年
７月 24-25 日． ポスター発表優秀賞．

２）�安樂純子，葛城美徳，中富満城，依田浩子，大島勇
人，高木律男，木南凌：Bcl11b 転写因子はマウス
上顎切歯におけるエナメル芽細胞の発育と維持を制

直樹，斎藤太郎，村山正晃，小菅健裕，永田昌毅，
星名秀行，伊藤雅章，高木律男：口腔癌皮膚転移症
例におけるMohs paste の有用性．第 29 回 日本口
腔腫瘍学会総会学術大会，熊本市，2011 年１月 27
～ 28 日．第 29 回 日本口腔腫瘍学会総会学術大会
抄録 177 頁，2011 年 .

50）�井浦裕子，松井祐美，小山　諭，児玉泰光，永田昌
毅，星名秀行，新垣　亘，齋藤　力，高木律男，福
田千恵子：口腔腫瘍症例に対するNST介入の臨床
的検討～新潟大学医歯学総合病院口腔外科における
特徴と歯科病棟看護師の役割～．第 29 回 日本口腔
腫瘍学会総会学術大会，熊本市，2011 年１月 27 ～
28 日．第 29 回 日本口腔腫瘍学会総会学術大会抄
録 218 頁，2011 年 .

51）�安島久雄，高野敏郎，常木雅之，朔　敬，林　孝文，
河野承子，高木律男：顎骨内に過誤腫が認められた
線状脂腺母斑症候群の１例．日本形成外科学会関東
支部第 85 回新潟地方会，新潟市，2011 年２月 18 日．

52）�児玉泰光，安島久雄，福田純一，山本みちこ，永井
直子，鎌田健一，高木律男：脳幹出血による三叉神
経運動麻痺が疑われた中枢性閉口障害の１例．第
15 回 口腔顔面神経機能学会，新潟市，2011 年３月
４日．第 15 回 口腔顔面神経機能学会 プログラム
抄録集 ４頁，2011 年．

53）�上松晃也，安島久雄，児玉泰光，飯田明彦，瀬尾憲
司，高木律男：外科処置後に神経障害を生じた症例
に対する治療法の臨床的検討．第 15 回 口腔顔面神
経機能学会，新潟市，2011 年３月４日．第 15 回 
口腔顔面神経機能学会 プログラム抄録集 11 頁，
2011 年．

54）�寺田典子，泉　健次，加藤寛子，大貫尚志，齋藤太
郎，前田健康，山本麻里絵，生駒俊之，田中順三：
キトサンおよびウロココラーゲンを足場とした培養
複合口腔粘膜の組織学的検討．第 10 回日本再生医
療学会総会，東京，2011 年３月１- ２日．第 10 回
日本再生医療学会総会抄録集　？頁，2011 年．

【研究会発表】
１）�小山貴寛，星名秀行，児玉泰光，小野和宏，高木律

男，林　孝文，朔　敬：放射線誘発と考えられた下
顎骨悪性線維性組織球腫の１例．第 70 回新潟癌治
療研究会，新潟市，2010 年７月 24 日．

２）�葛城美徳，安楽純子，西川　敦，中富満城，依田浩
子，大島勇人，権藤洋一，木南　凌：Bcl11b/Rit
１の切歯エナメル芽細胞の分化を制御する．第 24
回モロシヌス研究会，南阿蘇村， 2010 年９月 17-18
日 .

３）�安樂純子，葛城美徳，中富満城，依田浩子，大島勇
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４）�児玉泰光：日本歯科医師会認定　産業歯科医（第
12779 号）　2010 年８月 22 日

包括歯科補綴学分野

【著書】
１）�野村修一（分担）：フレアアウトした前歯の治療，

交 叉 咬 合 症 例 の 治 療．Dawson Functional 
Occlusion（小出　馨　監訳），医歯薬出版，東京，
445-464，2010．

２）�小林　博（分担）神経筋歯科治療：生体電子機器
Dawson Functional Occlusion（小出馨　監訳），医
歯薬出版，東京：371-380，2010．

【論文】
１）�Okumura N, Stegaroiu R, Kitamura E, Kurokawa K, 
Nomura S: Influence of maxillary cortical bone 
thickness, implant design and implant diameter on 
stress around implants: A three-dimensional finite 
element analysis. J Prosthodontic Research 54 :133-
142 ,2010.

２）�Okumura N, Stegaroiu R, Nishiyama H, Kurokawa K, 
Kitamura E, Hayashi T, Nomura S: Finite element 
analysis of implant-embedded maxilla model from 
CT data: Comparison with the conventional model. 
J Prosthodontic Research 55:24-31,2010 .

３）�Tanaka M, Yamashita E, Anwar RB, Yamada K, 
Ohshima H, Nomura S, and Ejiri S: Radiological 
and histologic studies of the mandibular cortex of 
ovariectomized monkeys. Oral Surg Oral Med 
Oral Pathol Oral Radiol Endod 111 (3) :372-80, 2011.

４）�Yamada K, Hoshina H, Arashiyama T, Arasawa M, 
Arai Y, Uoshima K,Tanaka M, Nomura S: 
Immediate implant loading following computer-
guided surgery. J Prosthodont Res. 2011 Feb 4. 
[Epub ahead of print]

【学会発表】
１）�Nomura S, Tanaka M, Sakurai N, Sato N, Stegaroiu 

R, Kitamura E, Nomura A: Educational Support 
System in Clinical Training Using the Ubiquitous 
Computing. IADR General Session July 14-17, 2010 
Barcelona (Spain)

２）�Nomura A, Nomura S, Itoh K, Sano Y, Kanatani M: 
Propert ies of Methyl Methacrylate Resin 
Following Low- Energy Electron Beam Irradiation. 
IADR General Session July 14-17, 2010 Barcelona 
(Spain)

御する . 第 17 回若手医学研究発表会（みかんの会），
新潟市，2010年９月22日．新潟大学若手医学研究賞.

３）�永田昌毅，星名秀行，荒沢　恵，上松晃也，嵐山貴
徳，勝見祐二，高木律男：培養自家骨細胞を併用し
た歯槽骨再生療法のインプラント症例における臨床
的検討．第 55 回（社）日本口腔外科学会総会・学
術大会，千葉市，2010年 10月 16-18日．優秀ポスター
発表賞．

４）�荒澤　恵，小田陽平，小林正治，魚島勝美，西山秀
昌，星名秀行，齋藤　力：自家骨移植による上顎洞
底挙上術後の移植骨体積の経時的変化．第 14 回顎
顔面インプラント学会，浦安市，2010 年 12 月４-
５日．大会長賞．

５）�児玉泰光，永田昌毅，藤田 一，池田順行，福田純一，
安島久雄，山田瑛子，星名秀行，谷口裕重，井上 誠，
高木律男：PEG による栄養管理を行った口腔癌患
者の臨床的検討．第 29 回 日本口腔腫瘍学会総会学
術大会，熊本市，2011 年１月 27 ～ 28 日．優秀ポ
スター賞．

【主宰学会・講演会・その他】
１）�藤田 一：歯科的個人識別の基礎と実際～法医解剖

例から大規模災害事例まで～．第 24 回阿賀北地区
警察歯科医役員会講演，新発田市，2010年５月14日．

２）�高木律男：基礎・臨床連続講義　HIV 感染症と歯
科医療 . コーディネート　新潟市，2010 年５月 28
日 - ７月９日（７回実施）．

３）�平成 22 年度 第 27 回新潟大学口腔外科歯科麻酔科
同門会，新潟市，2010 年６月 26 日　主宰．

４）�高木律男：新潟大学医歯学総合病院歯科診療部門、
院内感染対策講習会，主宰　（講師：前田憲昭　
HIV 感染症と歯科医療・開業歯科医院での対応 .），
新潟市，2010 年７月 16 日．

５）�飯田明彦：口唇口蓋裂．長岡赤十字病院看護学校講
義，2010 年 10 月 12 日．

６）�高木律男，児玉泰光，村山正晃，池野　良：新潟県
HIV 歯科医療均てん化会議　主宰　（講演会・実
習），新潟市，2010 年 10 月 30-31 日．

７）�藤田　一：「法医実務・強行犯専科」法歯学講義．
新潟県警察学校，新潟市，2010 年 12 月１日．

８）�飯田明彦：第15回口腔顔面神経機能学会準備委員長．

【その他　認定】
１）�飯田明彦：口唇 ･舌感覚異常判定認定医　第 42 号
２）�飯田明彦：小児口腔外科学会認定医 ･指導医　2010

年 12 月 11 日
３）�児玉泰光：日本口腔外科学会　専門医（第 1747 号）　

2010 年４月１日


